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市場を席巻するビジネスモデルは
デザイン思考の経営会議から生まれた

─斉藤　デザイン思考への関心は年々高まっていますが、
最近は経営の領域でもデザインが注目され始めました。経済
産業省・特許庁の研究会で座長を務められ、昨年5月に「『デ
ザイン経営』宣言」をとりまとめられた鷲田先生は、なぜデザイ
ンへの関心が高まってきたとお考えですか。
─鷲田　きっかけは、やはり米アイディオ（IDEO）が提唱し
ているデザイン思考です。米アップルや独SAPをはじめ、アイ
ディオが支援した企業が大成功を収め、2000年代中頃から日
本でもデザイン思考が注目され始めました。
　ただ、当時の日本ではデザイン思考の本質が正しく理解さ
れていたとはいえませんでした。日本でデザインといえば「色
や形」を指しますが、もともとの英語のDesignには「問題解決
のためのプランニングやエンジニアリング」の意味があります。
海外のデザイナーはこのような視点を持ってデザインしてい

ることに気づいていなかったのです。
　ところが最近になって、著名なグローバル企業の上層部で
はデザインを積極的に議論していることが知られるようにな
りました。例えば一般的なマーケティングでは、顧客を消費者
と呼び、いかに製品やサービスを消費してもらうかに腐心しま
す。しかし、このやり方はもう通じなくなりました。成功企業
が重視しているのは「顧客を中心に考え、自社と顧客の多様
な接点において、いかにストーリー性のある良質なユーザー体
験（UX）をしてもらうか」。これら顧客接点の見た目や機能、
体験をデザインすることが経営そのものになっていたのです。
　つまり競争力はデザインの力によって生み出され得る。こ
の点が理解され、デザイン経営への関心が高まりました。
─斉藤　システム開発にデザイン思考が取り入れられるよ
うになった背景にも同様の変化があります。
　従来のシステム開発では、人とコンピュータを含む業務シス
テム全体の効率を高めることに注力してきたので、どちらかと

著名なグローバル企業の経営会議には、腕利きのデザイナーが参画しているという。今やデザインは
企業経営の根幹に位置づけられ始めている。「デザイン経営」を提唱する一橋大学大学院教授の鷲田
祐一氏と、デザイン思考に基づくアジャイル開発を手掛ける日鉄ソリューションズBeyond Experience 
Design Center（BXDC）UXデザイナーの斉藤康弘がデザインの力について語り合った。（文中敬称略）
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経営とITを強くする「デザイン」の力
〜デザイナーがリードする顧客中心の解決アプローチ〜
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いうと技術ありきのHowの議論になりがちでした。しかし、こ
こ10年くらい、事業環境の変化が大きい領域でのシステム化
が増え、事業や業務の目的を達成するために「どんなシステ
ムをつくるべきか」を定義するのが難しくなってきました。
Howよりも、何をつくるか、というWhatの議論をしなければ
ならなくなったのです。
　この難題をクリアするには、対象業務やユーザーの行動を
よく観察し、潜在ニーズを掘り起こすところから始めなければ
なりません。そこで7年前からデザイン思考を組み込んだ開発
に取り組んできました。鷲田先生がおっしゃるように「人を中
心に考え、潜在ニーズを引き出し、どんなUXをデザインするか」
というWhatの議論を徹底的にします。外部環境の変化が速く、
暗黙知が多い業種や業務には、このアプローチが必要です。

デザイナーを経営会議に迎えよ
意匠法改正でデザインが重要な知財に

─鷲田　そうですね。Howではなくて、Whatの議論をもっ

として、顧客やユーザーの視点で本当に解決す
べき問題を顕在化させることが大事だと思い
ます。問題が分かれば、企業は正しい方向で考
えられるようになりますから。
　デザイン経営というのは、こうしたデザイン
思考を経営レベルで実践することです。そのた
めには、UXを生み出すデザイナーを経営会議
の一員として迎え、企業の意思決定の早い段
階から関わってもらうのが一番です。デザイン
を自社の知的財産やブランドとして積極的に活
用する統括者としての役割もデザイナーに担っ
てもらいたい。実際、GAFA（グーグル、アップ
ル、フェイスブック、アマゾン）やダイソンのよう
な成功企業には、経営層の中に必ずデザイナー
がいます。
─斉藤　関心事や発想が異なるデザイナー
が参画すると、経営会議の様子はずいぶんと
変わるのでしょうね。システム開発でも、デザイ
ナーがプロジェクトをリードすると、従来とは異
なるものが出来上がります。
　例えば、あるお客様で計画系システムを開発
したとき、ゴールは最適な計画を短時間で立て
ることでした。しかし、お客様が「きちんと計画
したい」というモチベーションを持てなければ、
結局形だけになってしまいます。そこでBXDC
のデザイナーは「お客様に計画システムを本気

で使ってもらい、本気で計画してもらおう」という目標を持っ
てUXデザインとアジャイル開発を行いました。仕事の現場を
訪問して計画業務を観察し、仕事の動線の中で直感的に使え
るUI（ユーザーインタフェース）や、お客様が本気で計画した
くなるようなストーリーを描きました。要件定義に手間はかか
りますが、結果的に実効性の高いシステムを短期間で構築で
き、お客様にも大変満足してもらえました。
─鷲田　そういう本気で考えたデザインは、企業にとって
大きな財産になるでしょう。WhatやUXを追求したからこそ、
良いデザインが生まれたといえます。
　ただ残念なことに、苦労して導き出したデザインであっても、
これまでは「モノの色や形」でなければ法的に保護されず、模
倣が可能でした。特に海外市場では昔から模倣が横行して
います。
　この問題を解決するため、数十年ぶりとなる意匠法の大改
正がこの5月に国会で可決・成立し、1年以内に施行されます。
いくつか重要なポイントがありますが、IT関連に絞っていえば、

クラウドサービスやアプリケーションソフトのUIデザインが保
護されるようになります。
　このインパクトは非常に大きい。優れたUIデザインを、模倣
されない経営資源として活用できるわけです。その半面、他
社の意匠を侵害しないよう、あらゆるビジネスの初期段階で
チェックする必要もあります。このような知的財産のマネジメ
ントのためにも、デザイナーが経営に参画する必要があります。
　少し心配なのは、これほど大きな変化が迫っているのに、日
本企業の対応が鈍いことです。準備を怠れば、外国企業が先
に意匠登録してトラブルに発展する可能性もあります。
─斉藤　私たちUXデザイナーは新しいデザインを生み出
す側の立場なので、意匠法の改正によるデザインの保護強化
は追い風になると感じます。
　ただし、システムを非常に速いペースでつくっては出し、つ
くっては出し、を繰り返すアジャイル開発では、他社の意匠を
チェックする手間が気になるところではあります。登録されて
いる意匠を簡単に検索できるシステムを急いで整備する
必要がありそうですね。これは今後の課題です。

全く足りないデザイン人材の育成に課題
既に人材がいるIT企業に市場をリードしてほしい

─鷲田　今後の課題という点では、デザイン人材が全
然足りない問題も大きい。デザイン経営では、目の前の
人たちが話している内容から知恵の要素を見抜き、そこ
から知恵を組み合わせて道を切り開いていける人材が
大切です。そういう能力において、デザイナーは本当に
優れています。
　ただし、ポテンシャルを持った人材はいるのですが、残
念ながら顕在化していません。デザイナーは「絵がうま
い人」として、その領域に閉じ込められています。同じこ
とがエンジニアやマーケターにもいえるでしょう。それぞ
れの専門領域から外へ引っ張り出して育成すれば、その
ポジションに応じた能力を発揮し、貴重なデザイン人材
に育つと思います。
─斉藤　おっしゃる通りだと思います。私たちBXDC
のデザイナーも、システム開発の領域に閉じこもっていた
ら、お客様に喜ばれるデザインはできないと実感してい
ます。技術とUIデザイン、そしてお客様のビジネスを本
気で理解し、自分でそしゃくしないとファシリテーション
もUXデザインもできません。BXDCのデザイナーはビジ
ネスフレームワークなどを学び、ファシリテーションの中
で使いこなせるようにしています。
　これはもうシステム開発というより、業務改革サービス

と考えています。BXDCのメンバーには、ウォーターフォール
型のシステム開発は一切やらせず、入社後すぐにBXDCに配
属して、業務改革サービスに必要な教育とマインド醸成を徹
底しています。
─鷲田　そういう話を聞くと、デザイン経営のけん引役の
一つはITソリューションの会社ではないかと感じます。
　そもそも、デザインの重要性が再認識された最初のきっか
けはデジタル革命でした。これを支援してきたITソリューショ
ン会社が、今、デジタル革命の延長線上にあるデザイン思考
に取り組んでいる。デザインの領域で既に実績があるのです
から、デザイン経営もぜひリードしていってもらいたい。
─斉藤　ITソリューション会社に大きな期待を持っていた
だいて、ありがとうございます。デザイン思考によって、もっと
世の中に貢献していきたいと考えています。まずはBXDCを
軸に、このマインドを持つ仲間を増やしていくつもりです。
　本日はどうもありがとうございました。
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